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上田市の最西部に位置する浦野地区にはヽ古代には都と東国 。奥州を結ぶ令制東山道が、

近世には上田と松本を結ぶ保福寺道が通っていました。近代になると、国道 143号 線が
近代的な道路幅と直線性をもって開通 し、松本平と上田を結ぶ交通の要衝となっていまし

た。なかでも、保福寺道においては「浦野宿」が形成され、その家並みは現在にも伝わり、

往時をしのばせています。また、今では残り少なくなった木造校舎の浦里小学校は、近代

の「教育県長野」の機運の昂まりを、その校舎の随所に体現しています。

このたび、長野県住宅供給公社によって当地に住宅団地が造成されることになり、その

区域内に存在する藤之木遺跡を発掘調査し、その結果についての概要をここにご報告する

次第です。

上田市は、平成 8年度からはじまる第三次長期基本構想を「創造 。活力 。ときめきのま

ち 上田 一学術研究都市をめざして一」と掲げました。私たちは、この実現のためにも、
先人の文化を学び、後世に伝えなければなりません。『 20世紀末の上田市の祖先は、大切

な文化財を、何も私たちに残さなかった…』と未来の子供達にいわれないためにも、また、

真に学術的に水準の高い都市を作るためにも、基礎的資料の収集である発掘調査を高水準

でおこない、せめて記録だけでも後世に伝えることは、地道な活動ではありますが、重視

しなければなりません。また、現在編さん作業を行っている上田市誌は、「市民の誰もが

読める」本を目指 していますが、これは、こうした基礎的な資料の収集 。研究の上に構築

される、ピラミッドの頂点のように、もっとも崇高な目標点です。

ここにご報告する調査結果は、諸般の事情で概要のみのものとなってしまいましたが、

今後の市誌等を通じてご報告差し上げて参りたいと存じます。 __

最後となりましたが、今回の調査に際し、ご理解 。ご協力をいただいた長野県住宅供給

公社、浦野 。越戸・ 藤之木の各自治会の皆さまヽそして何より、盛夏の炎天下にヽ過酷な

作業に従事 していただいた皆さまに感謝申し上げ、序といたします。

平成 8年 3月

上田市教育委員会教育長 内藤 尚



例   言

1 本書は、長野県上田市大字浦野字湯道における、浦里住宅団地造成に伴う、.藤之木遺

跡発掘調査概要報告書である。

2 調査は、長野県住宅供給公社の委託に基づき、上田市 (上田市教育委員会事務局社会
教育課)が実施 した。

3 現地調査は、平成 7年 4月 17日 から8月 10日 まで行い、整理作業は、現地調査中
から平成 8年 3月 31日 まで実施 した。

4 遺構の実測は、中沢徳士 。大井敬子 。池内宣裕 。井沢光子 。山本万里 。丸田由紀子 。

小山倍子 。池田市郎が行った。

5 諸般の事情により、遺物の実測は実施 していない。
6 遺物の洗浄は、現地作業員が雨天時等に行い、注記と接合は整理作業員が行った。
7 本文の執筆は中沢が行った。
8 遺構 。遺物写真は、中沢 。池内が撮影し、全体航空写真は、図化用航空写真の撮影と
ともに、輔新日本航業に委託 して実施 した。

9 版組及び遺構の観察表の作成は、実測者の観察をもとに整理作業員が行った。
10 現地調査に係る基準点 。水準測量及びメッシュ杭打 (3× 3m)は 、みすず測量設計
いに委託 して実施 した。

11 本調査に係る資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管している。

12 本調査にあたり、次の方々にご指導 。ご協力をいただいた。記 して感謝する次第であ

る。

浦野 。越戸 。藤之木自治会の皆さん、五十嵐幹雄、塩入秀敏さん室

13 本調査に係る調査の体制は次のとおりである。

事務局の体制 調査作業の体制

教 育 長 :内 藤 尚

教 育 次 長 :荒 井 鉄 雄

社会教育課長 :松 沢 征 太 郎

文 化 係 長 :岡 田 洋 一

主査 (担当):中 沢 徳 士
主   任 :尾 見 智 志
″  :塩 崎 幸 夫
〃  :久 保 田敦 子

主    事 :清 水 彰
嘱    託 :西 入 元 二 郎

調査補助 池 内 宣 裕 。西 沢 勝 。大 井 敬 子
調査作業

磯 部 應 二 。竹 内 勇 。成 沢 伯 。野 田 三 雄

土 屋 友 春・ 小 山 幹 雄 。小 山 倍 子 。井 沢 光 子

井 沢 ゆ き。関 美 和 。里美モ トメ 。吉原みさを
室沢美代子・ 山 本 万 里 。滝 沢 章 子 。平林とみ子

井 沢 尚 美・ 酒 井 梓 。池 田 市 郎 。甲 田 五 夫

関 忠 彦・ 西 沢 勲 。山崎武比古 。桜 井 守 夫
清 水 圭 子 。丸田由紀子 。池田才次郎 。久 保 田 哲

関 と み 江・ 宮崎のぶい 。鈴 木 義 房 。鈴木まさみ



例
遺 構
1 遺構は、次の ( )内 に示す略号で表し、続く番号は任意である。
竪穴住居址 (SB― )土 壌 (SK一 ) 溝址 (SD― ) ピット (P― ) 住居址内
ピット (P) 単体出土土器 (Po一 )
2 遺構の図版は、原則として国家座標に基づく北を頁の上とし、その他の場合は方位を

示 した。

3 遺構実測図は、原則として原図1/20で、1/3縮小とした。また、住居址の竃、遺物出
土状況等、必要に応じて原図1/10、 1/3縮小とした。

4 遺構が、時代の新しい遺構、あるいは攪乱等によって破壊を受け、プランが明確でな
い場合は、その遺構の推定プランを破線で示 した。

5 住居址の主軸方位は、国家座標の真北と竃を通る住居址の中軸線との成す角度で示し
た。

6 標高の単位は、すべて「 m」 である。
7 遺構図中の網司E正三コは焼土を示し、R蜃財期は炭化物を示す。
8 遺構写真図版の縮小は、任意である。
9 遺構観察表の標記方法は次のとおりである。

遺 物
1 本調査では、遺物の実測は省略した。
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第 1図  藤之木遺跡発掘調査地点



第■章 序

第 1節 調査に至る経過

平成 6年 10月 、長野県住宅供給公社 (以下ヾ「公社」というJ)か ら、上田市教育委
員会事務局社会教育課 (以下、「事務局」という。)に、上田市大字浦野字湯道地区に、
37,000nfに 及ぶ住宅団地の造成計画があり、平成 7年度 4月 から施工、平成 8年 7月分譲

開始の予定があるが、埋蔵文化財についてはいかがか、という協議があった。

事務局で、その範囲に係る埋蔵文化財の分布状況を分布図及び分布調査報告書 (1977上

田市教育委員会発行「上田市の原始 0古代文化」)に ようて確認したところく当該区域の

北半部に周知の埋蔵文化財包蔵地である藤之木遺跡が存在していることが示されていた。

事務局では、遺跡の範囲確認のための試掘調査を12月 21～ 23日 に実施 した。その結果、施

工範囲の北西部及び南中央部に弥生時代後期～平安時代の住居址・ 溝址・ ピット等が確認

され、その保護措置が必要となった。′(1995上 田市教育委員会発行「市内遺跡Ⅳ」)事務
局では、上田市の担当課を通じてこのことを伝え、平成 7年 1月 6日、遺跡の保護協議を、

公社、上田市担当課 (川西支所)、 事務局及び長野県教育委員会事務局文化課 (以下、

「文化課」という。)の担当者により、上田市川西支所会議室において実施 した。
協議では、開発の概要について公社から、試掘調査の結果について事務局から説明した

後、具体的な協議にはいった。文化課からは、今回の事業は埋土部分についても発掘調査

による記録保存が必要な事業であること、公社からは、発掘調査をするだけの期間的・ 時

間的な余裕がないこと、事務局からは、調査に割ける人員が不足していること、という意

見が交わされた。最後に、文化課か
｀
ら事務局に対 し、さらに詳細に遺跡の範囲を確定する

ため、追加 トレンチ調査を実施するとともに、・調査費の,積算|と調査体制の再検討を、公社

に対し、工期及び事業費の再検討をするよう
‐
指導がぁりヾ :2月 初旬に改めて協議を実施す

ることとした。      ,  :      /,=:∵ .1  :|
事務局では2月 3日 に追加調査を実施し、その結果をもって3月 17日、再度協議を実施

した。その結果、調査期間・調査費用については十分なもので:はなかったが、事務局の体

制的な力量と、公社の予算的な限界により、次のとおり協議が成立した。

1 発 掘 調 査 地:上田市大字浦野字湯道 5 調査の作業日数:発颯作業60日、整理作業120日、合計180日

2 遺   跡   名:藤之ホ遺跡

7 調査報告書作成部数:300部

4 調査の目的及び概要:浦里住宅団地造成に先立ち、施工範囲内に存在する藤
之木遺跡6,oOoJ以上を発楓調査し、遺跡の記録保存を図る。 .
遺跡における発損作業は平成7年 7月 17日までに終了する。  

｀

調査報告書は平成8年 3月 25日までに刊行する0         ,

8 発損調査の主体者:.上田市長竹下悦男(上田市教育委員会)

9 そ
.｀
:101  
´
 他:1調査の結果、重要な遺構などが検出されたときは、そ

の保存について改めて協議する。    ・   `        .

説
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第 2節 調 査 の 方 法

遺跡名は、長野県教育委員会作成の遺跡台帳に記載されている「藤之木遺跡」とした。

また、記録の便宜を図るため、遺跡略号として F uji― No― Kiの FNKを 与えた。各種の

記録や遺物の注記等は、この記号を用いている。

調査範囲の設定については、今回の造成工事が、「永久構造物の建設」に該当するため、

原則として施工区内の遺跡については全面調査対象とした。ただし、昭和40年代のほ場整

備事業により、壊滅的な破壊を受けている範囲については、対象外とした。この結果、調

査区域は 2ケ所設定され、東からA、 Bの 区域名を付 した。そして、A地区の略号をFN
K一 A、 B地区の略号をFNK一 Bと した。調査面積は、A地区が約2,000J、 B地区が

約4,500ピ である。

遺構調査に際しては、表土剥ぎはすべてバックホーを用い、その後の作業はすべて人力

によった。測量には、国家座標による 3× 3mの メッシュを設定 し、簡易やり方測量を実

施 した。メッシュの交点には記号を付 し、グリッドを設定、基準点を 0と し、そこから方

向を表すために東 。西 。南 0北をEoWoSCNと 、距離を表すため、 3mを 1単位とし

た記号を付 した。例えば、基準点から北に15m、 東に24mの ポイントは、N5E8と なる。
グリッド記号は、北東のメッシュポイントによって表 し、包含層出土遺物は、このグリッ

ド記号によって取り上げた。また、調査終了後は、航空写真測量用の写真撮影を実施 して

ある。

なお、基準点の座標値はA地区北のX=41,211。 00、 Y=-30,303。 00で あり、上田地区

は国家座標第Ⅷ量系に属している。

第 3節 調 査 の 経 過

現地調査は、平成 7年 4月 17日 にバックホーによる表土剥ぎから着手 した。人手による

作業は 4月 26日 からとし、この間、作業員の募集を上田市川西支所を窓回に行い、作業棟

の設置、基準点やメッシュ杭打ちの準備等を行った。

4月 26日 から作業員を約40名投入し、A地区の遺構検出～掘り上げ～写真撮影～実測と

行い、順次 B地区へ移動していき、現地調査終了は当初 7月 17日 までの予定であったが、

予想以上に良好な遺構が多数検出されたり、長引く梅雨の影響で、最終的には 8月 10日 ま

で順延された。以下、調査の進捗を調査日誌 (抄)に よってみる。

調査日誌 (抄 )

4/17A区の重機による表土剥に着手する。

4/26こ の日から作業員投入。作業の方法、雇用条件等について説明の後、A区の遺構検

出に入る。

4/27A区の表土剥が終了する。
4/28B区表土剥着手。A区の遺構検出作業と並行 して B区の遺構検出作業を行う。
5/10A区遺構掘り上げ着手。並行 して B区の遺構検出作業を行う。
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5/29雨のため、作業棟で土器洗いを行う。

6/2重機による表土剥がすべて終了する。
6/5 BttS D-01の掘り上げに着手。
6/7前 日来の雨のため、午前中はA・ B区 ともに排水作業を行ったものの、A区がぬか
るみで調査が不可能なため、午後は全員でBttS D-01の 掘り上げを行う。
6/9雨のため、作業棟内で土器洗いを行う。
6/14大雨のため、午後の作業を中止する。

6/28航空写真撮影に備え、A区の清掃及びA区周辺の草刈りを行う。
6/29A区測量用航空写真撮影を行う。A区の掘り上げ終了。
6/30 BttS B-49床面から銀環が、 SB-54か ら草食動物 (馬か ?)の ものと思わ
れる骨が出土する。

7/4雨のため、作業棟内で土器洗いを行う一方、 B区の排水作業及び周辺の草刈りを行
う。

7/11朝方雨のため、10時まで作業棟内で土器洗いを行い、以後、排水作業と掘り上げを

行う。

7/12雨のため、現場作業は全面中止 し、 B区の排水作業を行いつつ、作業棟内で出土遺

物の整理を行う。

7/21雨のため、現場作業は全面中止 し、 B区の排水作業を行いつつ、作業棟内で出土遺
物の整理を行う。

7/31 B ttPo-05を 半載したところ、弥生時代後期の合わせ甕棺と判明する。

8/7B区 の掘り上げがほぼ終了し、航空写真撮影に備え、 B区の遺構清掃を行う。
8/8B区 測量用航空写真撮影を行い、現地調査がほぼ終了したため、発掘機材の片付け
を行う。

8/10実測作業・ 掘り上げ作業がすべて終了し、現地調査をすべて終了する。

これ以降、上田市天神三丁目に所在する埋蔵文化財整理室で遺物整理作業と報告書作成

作業を断続的に行い、平成 8年 3月 、本報告書を刊行 し、調査はすべて終了した。
なお、この間、公社と上田市で締結 した委託契約の内容のうち、現地調査終了期限の変

更契約を平成 7年 7月 10日 に行い、入札差金及び不用額の発生に伴う委託金額の変更契
約を平成 8年 2月 16日 に行っている。
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第二章 遺跡の環境

第 1節 地理的環境

藤之木遺跡は、上田市の西端、通称川西地区に所在する。川西地区は大別すると、浦野

川を主流とする浦里地区と、室賀川を主流とする室賀地区及び浦野川と室賀川が合流する

小泉地区に分けられ、本遺跡は浦里地区のほぼ中央に位置する。

浦里地区には、青木村山中に源を発 し、千曲川に向かって北東流する浦野川が南側に流
こ まゆみ

れ、北側を子檀嶺岳(1,223m)に 源を発する阿鳥川が流れる徴高地上に位置する。遺跡は、

基本的にはこの浦野川が形成した扇状地面にあり、阿鳥川によって形成される北ullか らの

扇状地によって、浦野川が南に圧迫され、平野部が一段と広くなっている箇所である。

遺跡の標高はおおむね500m前後を計り、遺跡の北500mに は三ツ頭山(923m)o飯細山
(932m)が、南には夫神岳(1,250m)と 、それから続く山塊と川西丘陵が連なり、浦野川扇状

地は西の青木村に行くに従い幅を狭め、東は千曲川に向かって、いよいょその幅を広めて

いる。

浦野川は現在、遺跡から約300m南、比高差で約 7m下を流れている。 しかし、A地区
の調査では、浦野川の旧河床を掘り抜いて建てた古墳時代後期の竪穴住居址や、旧河床を

掘り抜いて建て、氾濫による砂礫で埋没した平安時代後期の竪穴住居址が検出されており、

浦野川の水位は現在よりかなり高く、また、川の左岸は北に寄っていたことが伺える。

気候は典型的な内陸性のもので、特に年間降水量は1,OoO皿以下と極めて少なく、天然

の湧水には恵まれないため、この地域の遺跡の多くは河川の段丘上に位置し、水を河川に

依拠.し ていることが伺える。

第 2節  歴 史 的 環 境

周辺の遺跡から、この地域の歴史的な概要を見ると、縄文時代早期がその初現となって

いる。すなわち、浦里地区に隣接する青木村の、湯ノ平遺跡において楕円
。山型押型文土

器及び諸磯AoB式 土器、地獄沢遺跡で諸磯 C式及び下島式土器が採取されている。上田

市では、小泉地区の和合遺跡で上原式、室賀地区の谷鬼遺跡で芽山式上器の採取がある。

rlp期以降、遺跡数は増加し、青木村で38、 浦里地区で10、 室賀地区で10、 瑚ヽ泉地区で13

遺跡が知られている。

中期後葉から後期にかけては、室賀地区で1990年 に室賀川左岸の日影遺跡が調査され、

敷石住居址 4軒が (1992年上田市教育委員会『 日影 。田中遺跡』)、 小泉地区で1989年の

小泉地区浦野川左岸の大道下遺跡の調査で、敷石住居址 4軒 。石棺墓が検出されている。

後期では、当遺跡から200m北束の阿鳥川右岸段丘上の下前沖遺跡が、1980年 に発痴調

査され、加曽利 B式、大洞 C2式及び土製耳飾81点の出土を見ている。 (1981年上田市教

育委員会『下前沖遺跡』)

弥生時代の遺跡については、前中期の遺跡は報告されておらず、そのほとんどが後期後
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葉箱清水期の遺跡である。なかでも、1986～ 87年 に調査された小泉地区の浦野川右岸の琵

琶塚遺跡からは、23軒の当期の住居址が、前述の大道下遺跡からも8軒の住居址が、さら

に室賀地区室賀川左岸の岳の鼻遺跡では古墳時代への過渡的な住居址が多数検出し、室賀

川と浦野川の合流地点を中心に、弥生時代後期から古墳時代初頭にかけて、一大文化圏が

形成されたことが伺われる。

古墳時代の遺跡については、古墳の数に比べて少数である。小泉地区の和合将軍塚古墳

は礫椰をもつ竪穴式石室と推測され、かつて鉄剣 2日が出土したと伝えており、 6世紀前

葉の古墳に比定される。その他、周辺で湮滅 したものも含めた18基の古墳のすべては後期

後葉から終末期に築造されている。藤之木遺跡に直近の古墳としては、遺跡南の飯縄山塊

中腹に古墳時代後期の浦野塚古墳がある。

集落遺跡としては、前出の琵琶塚遺跡・ 大道下遺跡・ 岳の鼻遺跡が確認されている。琵

琶塚遺跡、大道下遺跡、岳の鼻遺跡では30～ 50軒の住居址が各遺跡で確認され、前述古墳

の築造を支える基盤の存在が想定され、浦野川流域を経済基盤とした勢力の台頭を感じさ

せる。

奈良・ 平安時代の当地域の開発はいよいよ盛んになったと思われ、遺跡数が急増する。

8世紀、上田には信濃国府・ 信濃国分寺が置かれ、令制東山道も川西地区谷平野の中央を、

直線的に開かれたと考えられている。 1990年の小泉地区高田遺跡の調査では、 8世紀前半

から11世紀にかけての、東山道最盛期の遺跡が姿を現 し、想定東山道に直結する集落であ

ったことが考え られる。また、この高田遺跡の存続 した時期、近接する琵琶塚遺跡・ 大道

下遺跡から該期の痕跡がなくなっていることから、当地域の水田開発と、それに伴 う集落

の移動 も推定されている。 しか し、条里的遺構は現段階では確認されていない。

文献上では、万葉集十四の東歌に「彼の児 らと 宿ずやなりなむ はたすすき 浦野の

山に月片寄るも」とあり、この浦野は当地域周辺に比定されている。また、日本三代実録

四年三月五日の「信濃国正六位上馬背神」の馬背神は、やはり浦野の「馬背神社」に比定

されている。この地域が「和名類衆抄」にある跡部郷に含まれるか、福田郷に含まれるか

は判明していないが、考古学的にも文献上でも、当地域に関 しては該期の資料が豊富で、

今ならば超一級国道ともいうべき東山道に沿 う当地域は、中央と東山道諸国の文物や情報

が行き交 う、開けた地域であったことが知 られる。

その後、中世には、隣接する青木村当郷地区に所在する大法寺三重塔 (国宝)や、遺跡

の南方の市坂峠を越えた別所の安楽寺・ 常楽寺に代表される仏教文化が隆盛 し、「信州の

学海」とうたわれた。戦国時代には浦野氏の居館岡城を武田氏が押さえ、北信濃進出の拠

点とし、周辺の峰々には山城が構え られた。近世には上田と松本を結ぶ保福寺道が設けら

れ、浦野は宿として栄える一方、養蚕・ 蚕種業を主とする農村を形成 し、その面影は現在

も比較的良好に残 っている。

近年は、隣町の丸子町と松本市を結ぶ三才山 トンネル開通により、一時は通行量の減っ

た国道 143号線が、中央道長野線麻績インターチェンジのオープンにより、アクセス道 と

して再び交通量が増え、沿線の開発が盛んになってきている。
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構 遺 跡 名 時 代 遺跡の所在地 備 考 器 遺 跡 名 時 代 遺跡の所在地 備 考

247 加 生 遺 跡 縄・弥 十人字加生 岳の鼻遺跡 岬 下

…

鼻 91～92調舘望

252 東長畑遺跡 牌 講 馴 342 岳之本遺跡 平
…

林

285 上 平 遺 跡 平 中野字上平 363 寺 前 遺 跡 貯
…

前

286 柳 堂 遺 跡 平 ノヽフホ0リミ芍許1引睫蟹豊 364 押 切 遺 跡 平

287 中丸田遺跡 縄 八木沢字中丸田 365 原 遺 跡 縄・平 岡字原

288 表田中遺跡 平 八木沢字表田中 366 滝 遺 跡 〃 畷

289 上丸田遺跡 縄 八木沢字上丸田 367 古 城 遺 跡 平 嘲

290 砂 畑 遺 跡 弥・平 ノヽフト譴嬌詳芋¬厖〉知田 368 久 保 遺 跡 〃 岡字久保

291 馬 場 遺 跡 八木沢字馬場 369 岡 城 跡 近 同 ¨

292 塚 田 遺 跡 平 八木沢字塚田 370 城 遺 跡 平 剛

293 塚 田 遺 跡 弥・平 山田字塚田 373 入馬越遺跡 縄・平 浦野字入馬越

294 原 田 遺 跡 岬 山田字原田 桝譴 374 中馬越遺跡 縄 浦野字中馬越

295 宮の前遺跡 岬 別所字宮の前 92～93調誼望 375 西之宮遺跡 平 浦野字西之宮

296 中曽根遺跡 平 別所字中曽根 376 東之宮遺跡 弥・平 浦野字東之宮

297 大 塚 古 墳 古 男崚 i蝋 377 訥 内脚 縄 ¨ 酬

298 池田口遺跡 平 八木沢字池田日 378 下前沖遺跡 岬 80ヨロ璽墜

299 池田山古墳 ， ・ 八木沢字向池田 9朧 379 上前沖遺跡 平 浦野字上前沖

300 北 の沢古墳 古 山田字北の沢 380 藤 之 木遺 跡 弥～平 浦野字藤之木 95調査

302 比蘭樹遺跡 縄 男り所件澪J断責南討 381 本 村 遺 跡 平 ¨

307 北 谷 遺 跡 平 男り所胃考11髭多 382 西 沢 遺 跡 〃 ¨

336 鍛冶山遺跡 弥 71燎枷 393 ¨ 縄 中蜘

338 和 合 遺 跡 貯 /1り熟鶴 394 塩之入遺跡 縄・平 中
…340 岳之里遺跡 平 下室賀字岳之里 436 山 崎 遺 跡 平 岡字山崎

*1 遺跡の番号は、長野県教育委員会作成の遺跡分布図による。
*2 時代の、「縄」は縄文時代、「弥」は弥生時代、「古」は古墳時代、「奈」は奈良
時代、「平」は平安時代、「中」は中世、「近」は近世を指す。なお、「～」はこの

間の時代を含むことを示す。
*3 所在地の表記は、大字から示した。
*4 備考の数字は19□□年を指 し、「 90」 は1990年を示す。

第 1表 藤之木遺跡周辺遺跡一覧表
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A地区の層序

497.30m

-0.10

-0。 20
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-0.80
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-0。 80

-0。 90

-1。 00

-1.20
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耕作土

IV橙灰色強粘質土

Ⅳ～Ⅷ漸移層

Ⅷ橙灰褐色強粘質土

V橙灰色粘質土

Ⅶ黄橙色弱粘質土

第 3節 遺跡の基本層序
B地区の層序

耕作土

Ⅲ灰色強粘質土

皿灰色土粒混

Ⅳ橙灰色強粘質土

V橙灰色粘質土

Ⅶ黄橙色弱粘質土

全体の地形が東南下がりで、浦野川の流れと、阿鳥川の扇状地によって形成された地形

である。 A地区においては、かつてほ場整備事業が実施されており、土の移動と攪乱が著

しい。Ⅲ・ Ⅲ層は、ほ場整備の際、盛 られた土と思われる。 llE層 は、調査区の北西部にい

くに従い、Ⅷの砂礫層になる。このⅧ層はほ場整備の影響を受けずにいるもので、浦野川

の氾濫の様子を示す。遺構検出面は、 A地区ではV層上に現れる。 V層 は全体に暗い色調

で、遺構はV層上に白っぼく浮かび上がる。これに対 して、 B地区は、土層の状態は良 く、

遺構はⅧ層上に検出される。これは、ほ場整備の影響 もさることなが ら、遺跡の範囲確認

調査の際の観察によれば、 A地区の北を流れる水路を境に、南側は浦野川の氾濫の影響を

受け、北側は微高地で氾濫の影響を受けていないことがわかる。さらにその北、国道143

号線側へ寄ると、阿鳥川の影響で、湿地帯となっていくようである。
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第二章 調査の結果

第 1節 検出遺構図
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第 1号住居址実測図
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第 6図  第 2号住居址実測図

-12-

o ln/



―°

¬ 品

9``… :l L―コ

螺

第 3号住居址実測図

-13-

第 7図

Q:_`:,… .ゃ



1.7.5YB4/4褐 色 粘質土
2.7.5Y25/2灰 褐色 粘質土
3.7.5Y24/4褐 色 (10YR6/4に ぶい橙色混り) 粘質土
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第 8図  第 4号住居址実測図
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第 15図  第 ■ 1号住居址実測図
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第 18図 第 14号住居址実測図

-24-



ヽ
８

８

‐
―
―
吸

〇

―
―

〇
|

1.7.5YR3/3暗 褐色 粘質土
2.5Y82/3極 暗赤褐色 粘質土 (焼土混り)

一ヨ
£動

l

O、

第 19図  第 15号 住居址実測図

-25-

0                2m

■ ∝ _撃

D′

0            1m



余
い
ざ

。

ｌ

ｎ

Ⅲ

Ⅲ

ＩＩＩ

四

Ｈ

目

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

＝

＝

＝

Ｕ

Ｉ

‐

ｏ
、

Ｎ

91… 11… … 印

Rヽロ

eb轡

ヽ
ロ

卜
Ｌ
「
／

ヾ

　

　

　

　

　

∫

／

１
‥
　

０

Ｆ

一

じ|

第 2o図  第 16号住居址実測図

-26-



十
S22W4

調
査
区
域
外

ξゝ

B~
1.7.5Y23/4暗 褐色 粘質土
2.7.5Y24/4褐 色 粘質土
3.1082/3極暗赤褐色と10B4/8赤 混り粘質土

0               2m

第 21図 第 1 7号住居址実測図

のア∞

-27-



０

ノ
／

ぜ

′0-

第 22図  第 18号住居址実測図

-28-

SL

u    Oュ 1 : 1 1 ,1,1lP

0ロ



F1 @pr

犠 90
B~~              ~~B′

∪

1.2.5Y23/4暗 赤褐色 粘質土
2.1083/6暗赤色 粘質土
3.2.5Y22/4極 暗赤褐色 粘質土

第 23図  第 19号住居址実測図

調
査
区
域
外
　
　
　
●

0              舗

ｔ́

-29-



SB-27

_            497 ooAR____¬

第24図 第20号住居址実測図

月_            El
∞ b     ~

1.2.5Y3/2黒 褐色 粘質土

＜
　

　

　

脚

８６寸　　　　　　　　　＋剛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婦
号１

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（Ｚ

一　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

第

-30-

第 25図



第 26図

0               2m

第 22号 住居址実測図

-31-



白

８

＞
‐
‐
ハ
‐―
＝
＝
Ｈ
＝
Ｈ
川
＝
‐―Ｉ
Ｍ
Ｈ
Ｎ
Ｕ
Ｉ
＝
ゝ

鶴 90
B~~＼
______一

一―ヽ
"ノ
「

 B・

1.7.5Y83/4暗 褐色 と7.5Y22/2黒褐色混 り 粘質土
2.7.5Y22/2黒 褐色 粘質土

第 27図  第 23号 住居址実測図

-32-



′0_               _
00勘

＜
―

８

尊

+
_日  S24“

1.2.5YB5/1黄 灰色 粘質土
2.2.5YR3/3暗 オ リープ褐色
3.7.5Y22/3極 明褐色 粘質土
4.7.5YR3/4暗 褐色 粘質土

D｀

〇〇ヽ山ｇ
ヽ 疇

観 ∞
¬σ

~`｀
く`ヒηQゝ

%匈

第 28図 第 24号住居址実測図

-33-



0                2m

第 29図  第 25号住居址実測図

-34-



9__L _甲

ゼ F_    gご     ュ

ｍ
ｌ

Ｏ

／

０

ノ
′

ぼ
８
Q∫

粋"

第 26号住居址実測図

-35-

第 30図



第 31図  第 27号 住居址実測図

-36-



８

Ｎ

ｏ
ｏ

吸

G
∞ ヒ∝

C

｀      49700
F~                     F

O    珈

第 32図  第 28号住居址実測図

-37-

′
一

一　

　

　

　

Ｆ

Ｃ

′

ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
Ю
Ｎ

Ｏ
Ｏ

ｌ

ｌ

ｋ

＝

σ

ｔ

ル

‐

‐

ノ

ｍ
、



Oo急

第 33図 第 29号住居址実測図

０
・

0              2m

-38-



∪

―
プ
藤
ど
ヽ

占   鋼.∞
σ

9  1__卸

第 34図 第 30号住居址実測図

-39-

91_1:__w



○
7.5YR3/3暗褐色 粘質土
7.5YR3/3暗褐色 粘質土 (5YB4/6赤褐色粘土プロック混り)

ぼむ

C、

｀
C′

第 31号住居址実測図

-40-

+
S24W3

「
｀暗庁～~――=― σ

°∞

渠

０
／

7.5YR3/3暗褐色 粘質土
5Y24/3に ぶい赤褐色 粘質土
7.5Y23/5暗褐色 粘質土 (焼土プロック混 り)

◎ Pl

颯

蝙

鰈
膵

kぼ

第 35図

0           1m



ぼ

８
０
、

鶴 80
‐

O

′0
081錦

第 36図  第 32号 住居址実測図

-41-



会
叉
ツ

０
０

ロ

A

496.90
三
~バ

第 37図 第 33号住居址実測図

-42-



』b

Q.∞
一 バ

′
′
Ｑ

A~

|

口

C~        毎 ∞
σ

D~
Q∞
σ

第 38図  第 41号 住居址実測図

ヽ-43-

０

８
日
、

1.2.5Y3/3暗オ リープ褐色 粘質土
2.焼 土混 り

91_11「 1_w



ｂ

○
○
べ
醐
）31b

ロヽ
ー
ー

ロ
ー
ー

◎円   ◎陀

J:
ｌ
１

０

―
ｌ

ｍ

ｌ

Ｑ

犠 ∞一―
バ

A―
ミ
==て フ =工 =y==〒

万

1.7.5YR4/3褐 色 粘質土
2.7.5YR5/4に ぶい褐色 粘質土

エ

じ
‐
‐

８

軍
＆
針
ｄ
可
り
～

鶏躙馨
第 コ9図 第42号住居址実測図

第 39図  第 42号住居址実測図

-44-

0           1m



7.5YB4/4褐色 粘質土
7.5Y85/6明褐色 粘質土

7.5YR3/4暗褐色 (明 褐色プロック混 り) 粘質土

倉 ＼

1.7.5YR3/4暗 褐色
2.5YR3/4暗赤褐色
3.5YB4/6赤褐色
4.5YB4/8赤褐色

粘質土 (焼土混 り)
粘質土
粘質土
粘質土 (焼土プロック混 り)

母∽

第 40図  第 4 3号住居址実測図

-45-



/

出ξ
ト レ ン チ

1.5YR4/4赤褐色 粘質土
2.5YR3/4暗赤褐色 粘質土
3.7.5YR4/6褐 色 粘質土

498。80
-σ

δ

，
８

9,… … 型

1.2.5Y22/4極 暗赤褐色 粘質土

争計覇暑[県言色絶量書至賛義ェ詔わ

鵡①
‐
‐

一
ヨ

峰
５

８
Ｑ

ミ

■

ヽ
８

８

‐‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
「
．

「

ゝ
Ｆ
ヽ
イ

ェヽ
８
．鋤
） ｔ
ｌ

ノ

ー

|

エ

第 41図  第 44号 住居址実測図

-46-



/□
>
|

4 _ヽ80
-σ

第 45号 住居址実測図

-47-

0              2m

1.7.5YR3/3暗 褐色
2.7.5YR3/3暗 褐色

¬

，

じ
―

　

　

　

　

ｌ

ｏ

８

撃

Ｃ

一β
　

縄

ロ

ｋ

√

ゝ

ヽ

‐δ
”
８

‐
‐
「
、

わ
∫
駄
τ

0             1m

第 42図



∀
+
N17旧

ｂ
‐

Ｐ

．Ｂ

ヾ

B      
Ψ 1.2.5Y4/6オ リープ褐色 粘質土

2.2.5Y3/3暗褐色 粘質土
3.焼土と炭化物の混った土

ヽ_ザ

／
つヽ

fリ
ン 生 ぱ

第 43図  第 46号 住居址実測図

-48-



ヽ

ハ

ノ

ノ

。」［‐一‐「『̈
〕̈〕）「‐‐′ｒＱ

一
Ｅ 一 E′

〇 .50

E~          ~ビ

1.5YR3/4暗褐色 粘質土 (焼土混 り)
2.10Y83/4暗褐色 粘質土

0            1m

QI會
〇

‐　い「
9,… 11_11印

  第 44図  第 47号住居址実測図

十
N19帰

第 45図  第 48号 住居址実測図

A

-49-



層』
寺

―
―
＜

十
N19W4

B‐
__、

ム _√ __一 一
~~二

¬ _′
__~~「

ん

1.10Y83/3暗 褐色 粘質土
2.10Y22/3黒 褐色 粘質土
3.5YR3/6暗 掲色 粘質土 (焼土混 り)

]iの

第 46図  第 49号住居址実測図

-50-



調

査

区

域

外

+
N21ヽμ得

／

Ｑ

0               2m

調
査
区
域
外

1.10YR3/4暗褐色 砂質土
2.10Y22/3黒 18色  砂質土
3.5Y23/6暗赤褐色 粘質土
4.7.5YR3/4暗 褐色 粘質土

91_11… … w

|。

D｀

峠

第 47図  第 50号住居址実測図

-51-



Ob
ll

会
ロ
ツ
ヽ
○

―

喩

o.40
-―
バ

A~

;:l溜角橿層帽量(槽爵tバ黛雹漫:}粘牡

暉
９

８

「
‐
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
「
、

り

だ

ば

ヽ
―
―
「
、

第 51号住居址実測図

-52-

第 48図



ロ
ー
‐
‐

〇

一
Ｏ
ｏ
ヾ

―
ｌ
ｍ

③ 」O
バ

D~

轡 .Ю

険

Ⅸ

ご

○

Ｑ
′
卜
〇
、

1.2.5YR3/3暗 オ リープ褐色 粘質土
2.2.5Y23/3暗 オ リープ褐色 粘質土 (焼土混 り)
3.534/1暗 青灰色 粘質土
4.534/1暗 青灰色 粘質土 (焼土多量に混る)

」
RJ■

、

σ

第 52号 住居址実測図

-53-

◎
Ｐ‐
Ｏ
Ｐ２

第 49図



+
NχW30

毬 90
A_、
__________一

一

「

バ

第 50図  第 53号住居址実測図

第 o図  第 53号住居址実測図

0                2m

-54-



1.7.5Y24/6褐 色 粘質土
2.7.5YR2/3極 暗褐色 粘質土

第 51図  第 54号 住居址実測図

-55-



jb

魚 匈
4′

0              2m

ぼ

８
０
、

D｀

1.7.5Y23/4暗 褐色 粘質土
2.7.5Y23/4暗褐色粘質土と2.5Y85/8明赤褐色粘質土の混り

野

第 52図  第 55号 住居址実測図

-56-

9,… 1:_l Lp



/

し  ゝ        バ

亀
A~冥
≦ミラf豪戸
三二

1.10Y83/3暗褐色 粘質土
2.10YR3/1黒褐色 粘質土

p一

第 53図  第 56号 住居址実測図

-57-

ｔ

，

Ｆ

ヽ

＝

―

製3

l

Ш



「
り
‐
―
―
ノ
ヽ
コ
」

ｂ
‐
」
ｎ
Ｈ
ｈ
躙
ｒ
ｌｌ
＝
＝
＝

８
ビ

1.5YR3/4暗赤色 粘質土
2.7.5YR4/6褐 色 粘質土
3.5YR3/4暗赤色 粘質土 (粘土、

炭プロック混 り)

理           評ゝ
査区域外
ム

第 54図  第 57号 住居址実測図

勒

第 55図  第 58号住居址実測図

31T

∪＝

C~

1.7.5Y24/3褐 色 粘質土
2.2.5Y86/8橙 色 (7.5Y24/3褐色混 り) 粘質土
3.5Y27/8檀色 (7.5Y24/3褐色混 り) 粘質土

-58-



:正

(こ)P5

1キ
喝

円⑨

()P3

一餓
β
ば

膚

８
0

D

m

∞ Q80  <
D

10Y23/2黒 褐色 粘質土
10Y82/2黒 褐色 粘質土 (灰 混 り)

ノ
ヽ
メ
＼

.|:
〇

91_.:111,w
第

“

図 第 59号住居址実測図

第 56図  第 59号 住居址実測図

-59-



′°
∞ 26シ

∪                   b
l              P-55             1

ρ~OP-56 ◎~扇ρ

@ e-sz

I

I

I

I

@ n-sa

I

+
S24W2

P-54

-0

@ e-so

一―バ

P-51

○

;P

A一―◎P-59 5  ◎

S22W2

+

497.00

A_ヽ
戸
__~｀

√
~~~ヽ

「

第 57図  第 1号掘立柱建物址実測図

-60-



F

円℃④

O e-roz

＞

―
―

――Cl

亀キ
ミ

⑥円∝

円マ③―ヨ

円∞⑨

翌
0-げ

―
―

「
、

g

◎円Ю

◎ゆ

6¨島ひ

卜◎寧
|

>

第 58図  第 2号掘立柱建物址実測図

-61-

志     |。

8b
軍|

9__



/+
N19W40

十
N19WЮ

0
/   、

Q

P-168

０

ノ
／

ご轟◎ ―

/
《〔]))P-163

/

Qξ 陶れ4◎ 0`¬  /
P-166

⑧ヽ (③ΨQg    /
/〇

十
N18W39

0

第 59図  第 3号掘立柱建物址実測図

m

ノ
ノ

て

′
′
Ｑ

′
′

Ｑ

1 7.5Y84/3褐 色 粘質土
2 10YR4/6褐 色 粘質土
3 7.5YR4/4褐 色 粘質土
4 7.5Y24/6褐 色 粘質土
5 10YP4/4褐 色 粘質土

』ぬ

-62-



ν
096

／

／
5。

◎岬
/

ど
｀

′
′

Ｑ

％ご

第 60図  第 4号掘立柱建物址実測図

P-lM/

/  P-147
P-15

|

暗

渠

1 7.5YR4/6褐 色 粘質土
2 7.5YR3/4暗 褐色 粘質土

旬∞  :鶯競4[:色穂営封
6 10YR3/3暗 褐色 強粘質土
7 10YR4/1褐 灰色 粘土

-63-



ｂ
ｌ

+
N17W33

第 61図  第 5号掘立柱建物址実測図

竺0-o一炒_∬
P-204         P-205

占           △

-64-



A―

綱　　　　　　　　　劉

ｒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
Ｐ

５
≠
≠
◎
≠

Ｐ

一
０

。
_rヒ ____コ ヽ ___∫ L

∝ 島

一
°

|

◎ P-196

N13W38

+

第 62図  第 6号掘立柱建物址実測図

ノ

Ｑ

-65-



.c-- v"I v 
oo1':/ o,-c

;,',, /\r'r "e I

I oP-i81tt4-- ol:n I

| /''*q 
*,;[,0, Y=4arL

′ο
096

第 63図  第 7号掘立柱建物址実測図

昴

9`… 1:… … 聟

-66-



・ヨ崎

―
―
∞

６帥
＋

ヨ

．　
　
５７
　
　
　
　
　
　
Ｎ‐
　
　
↓
　
“

下
○

　

○
〆

一　　５５

一　　　一

Ｔ
①
ギ
Ｌ
◎
上

０
１
１

・ｍ

８

０

5く

10YR3/3暗 褐色 粘質土
10YR2/3黒 褐色 粘質土
10YB4/4褐 色 粘質土

―
―

く

91_11… … 甲

第 64図  第 8号掘立柱建物址実測図

-67-



+
N6W41

第 1号土墳

A

第 3号土壌

10Y82/1黒 色 粘質土
10YR3/2黒 褐色 粘質土

れ 第 2号土壌

―バ

+
N9W27

498.80
-バ

第 65図  土墳実測図 (1)

-68-

9,… 11__甲



4｀

＾
／

り
、

聟% 
乙

C~

＼
、 _り
第 4号土壌

第 5号土壌

7.5YR3/4暗 褐色と7.5Y26/4に ぶい檀 粘質土
7.5YB4/6褐 色 粘質土

＼ レ

+
N17W28

θ、

βQ

土墳実測図 (2)

-69-

誹

第 66図

m



4｀
｀

調査区域外

｀
4´

一

堺あ

+
N17W45

十
N17W43

+
N17W41

十
N21W45

十
N19W41

ト
レ
ン
チ

1  7.5YR3/4
2  5Y84/3
3  1022/3
4  7.5YR4/2

第 1号 溝址 (1)

-70-

B~l~｀こミ
=ミミ要≡ミミ::::;テ ==ア

~メ:3。
°

暗褐色 粘質土
褐色 粘質土
極暗赤褐色 礫混 り砂質土
灰褐色 礫

第 67図



-

499.40
D

十
N10W36

+
N10W34

十
N13W36

十
N13W34

十
N13W32

ET  '20

+
N10W32

1 7.5YR3/4 暗褐色 粘質土
2 5YR4/3 褐色 粘質土

:響 絲 わ2震層雹鴨
臨 り砂質土

5 10Y86/6 明黄褐色 石混り礫

第 1号 溝址 (2)

-71-

―

第 68図



一

499。 20
‐

′

1 7.5Y23/4 暗褐色 粘質土
2 5YR4/3 褐色 粘質土
3 1082/3  極暗赤褐色 礫混 り砂質土
4 7.5YB4/2 灰褐色 礫
5 10Y26/6 明黄褐色 石混 り礫

第 1号 溝址 (3)

-72-

第 69図



X=41257∞
Y=30382.∞

+

499。 (D ()

バ

0              30Cln

第 70図  Po-05

-73-

PO-05

010出 土状況図



第 2節 遺構観察表

遺構観察表 (1)

遺 構 SB-01 形態

方位
規模

隅丸方形
N-13.-7
3.3X3.1

高
高
積面

壁
床
床

0.23(N)～0.17(E)
496.34～ 496.39
8.8

竃

位置
方位
規模

北壁やや東寄り
N-11° ―E

O.93XO.90
図 版 第 5図

柱 穴 Pl(0.36XO.35XO.20)  P2(0.38XO.34XO。 16)

備 考

竃の東、壁際に土師器の甕が半分床下に埋設 されている。

竃の遺存状態は極めて良好で、天丼石
。袖石等がほぼ完存 している。

所属時期 :8世紀中頃

遺 構 SB-02 形態

方位
規模

隅丸長方形
N-900-E
?X3.14

高
高
積面

壁
床
床

0。 16(S)
496.38～ 496.45
?

竃

位置
方位
規模

東壁中央
N-900-E
O.94XO.90

図版 第 6図

柱 穴 な し

備 考 (1)所 属時期 :不明

遺 構 SB-03 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-10° ―W

(5。 1)X(4.3)

高
高
積面

壁
床
床

0.12(7)～0.07(N)
496.50～ 496.54
?

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-10° ―E

O。 85XO.92
図版 第 7図

柱 穴 Pl(0.80XO.30XO.06)  P2(0。 72XO.38XO.06)  P3(0。 92XO.32XO.06)

備 考

(1)SB-03、 04に東南の床と壁の一部を切られる。
(2)竃焚口に土師器甕 2個体分が出土。 1個体は甑の可能性もある。̀

(3)西 と南に周溝が巡る。
(4)所属時期 :8世紀中頃

遺 構 SB-04 形態
方位
規模

隅丸長方形 ?
N-60-7
4。 02X?

高
高
積面

壁
床
床

0.30(E)～
496.32～ 496.40
?

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-8° -7

1.06XO.80
図版 第 8図

柱 穴 Pl(0.92XO.52XO.08)

備 考

SB-05に 南半分の床と壁、
西壁に周溝が巡る。

所属時期 :8世紀後半

東壁の一部を切 られ、 SB-03を 切る。

遺 構 SB-05 形態

方位
規模

隅丸方形
N-3° -7

4.50X4.40

高
高
積面

壁
床
床

0.35(E)～0.08(N)

496.30～ 496.39
17.5

竃

位置

方位
規模

北璽irlllメιラ輌寄り
N-7° -7

0.80XO.85
図 版 第 9図

柱 穴

Pl(0.36XO.35X0
P5(0.35XO.30X0
P9(0.24XO.22X0

P2(0.18XO。 18XO。 06)
P6(0.40XO.38XO.10)

P3(0。 20XO.18XO.11)  P4(0.22XO.20XO.12)
P7(0.22XO.20XO.08)  P8(0.53XO.42XO.12)

備 考

竃は北壁に造 り出 し袖はない。天丼石が残る。

東壁 と西壁の中央に、対時する形で柱穴がある。

所属時期 :8世紀末～ 9世紀初頭

第 2表
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遺 構 SB-06 形態
方位
規模

隅丸方形
S-89° ―E

3.9X3.8

高
高
積面

壁
床
床

0.20(E)～0.06(7)
496.50～ 496.55
14.2

電

位置
方位
規模

東壁中央
N-95° ―E

l.OXO。 7図 版 第 10図

柱 穴
Pl(0.26XO.26XO.10)
P5(0.25XO。 25XO.08)

P2(0.30XO.24XO.08)
P6(0.30XO.26XO。 13)

P3(0.18XO.18XO。 08)
P7(0.30XO.28XO.06)

P4(0.44XO.40XO.18)
P8(0.38XO.37XO。 15)

備 考
(1)P-26、 P-28に南壁の一部を切 られる。
(2)所属時期 :不明

遺 構 SB-07 形態
方位
規模

隅丸長方形 ?
N-50-W
?X3.91

高
高
積面

壁
床
床

0.18(N)～0.14(E)
496.44～ 496.54
?

竃

位置
方位
規模

北壁 (東寄 り?)
N-15° -7

0.80XO.90図 阪 第 11図

柱 穴 Pl(0.30XO.26XO.13)  P2(0ぎ 36XO.30XO。 07)  P3(0.17XO。 17XO.15)

備 考

(1)暗渠排水管に東壁及び床を切 られ、西側は調査区域外 となる。
(2)住居址北側、竃の南に頭大の礫が集中 して出土する。
(3)竃 の東、住居址北東隅に貯蔵穴 (0.80XO.40XO.14)あ り。
(4)所属時期 :8世紀末～ 9世紀前半

遺 構 SB-08 形態
方位
規模

隅丸方形
N
3.72X3.70

高
高
積面

壁
床
床

0.10(S)～0.05(7)
496.27～ 496.35
10.8

躍

位置
方位
規模

北壁中央
N-2° -7

1.05XO。 75図阪 第 12図

柱 穴 Pl(0.40XO.33XO.13)  P2(0.48XO.45XO.26)

備 考
東壁沿 いに周溝あ り。

所属時期 :7世紀後半

遺 構 SB-09 形態
方位
規模

隅丸方形
N-93° ―E
3.40X3.10

高
高
積面

壁
床
床

0.14(7)～0.06(S)
496.48～ 496.55
9.2

竃

位置
方位
規模

東壁中央南寄 り
N-92° ―E

O.75XO.80図版 第 13図

柱 穴 Pl(0.32XO。 31XO.18)

備 考 (1)所属時期 :不明

遺 構 SB-10 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-93・ ―E

3。 90X3.30

高
高
積面

壁
床
床

0.26(7)～0.16(N)
496.45～ 496.50
10。 7

置

位置
方位
規模

東壁中央
N-92° ―E
l.10XO.65図 版 第 14図

柱 穴 Pl(0.48XO.42XO.30)

備 考

(1)住居址南西角に土坑 (1.00XO.85XO.28)あ り。
(2)SB-11を 切 る
(3)所属時期 :不明

第 3表   遺構観察表 (2)
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遺 構 SB-11 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-4° ―W

4.20X4.00

高
高
積面

壁
床
床

0。 16(N)～ 0.07(7)
496.31～ 496.40
16.8

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-1° -7

1.60Xl.08園阪 第 15図

柱 穴
Pl(0.24XO.16XO.12)  P2(0.40XO.14XO.12)  P3(0.32XO.29XO.05)  P4(0.28XO.20XO.10)
P5(0.16XO.16XO.05)

備 考

(1)SB-10,12に 切 られ、南壁の大部を暗渠排水管に切 られる。
(2)住居址東壁か ら南壁に沿 って周溝あり。
(3)竃 の袖は造 りだしとなっている。
(4)所属時期 :8世紀前半

遺 構 SB-12 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-90° ―E
3.50X3.32

高
高
積面

壁
床
床

0.30(N)～0.26(E)
496.49～ 496.42
10.6

騒

位置
方位
規模

東壁中央
N-1000-E
O.60XO.55図版 第 16図

柱 穴 Pl(0.40XO。 38XO.06)

備 考
SB-11,14を 切る。
所属時期 :8世紀末～ 9世紀初頭

遺 橋 SB-13 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-91・ ―E
3.02X?

高
高
積面

壁
床
床

0.26(N)～0.23(S)
496.15～ 496.10
?

竃

位置
方位
規模

東壁中央南寄り
N-104° ―E
O.80XO.80図版 第 17図

柱 穴
Pl(0.16XO.15XO.08) P2(0.30XO.28XO。 06) P3(0.62 0.40XO。 10) P4(0.18 0.16XO。 06)
P5(0.28 0.25XO.06)  P6(0.28 0.26XO。 07)  P7(0.10XO.10XO.05)

備 考
住居址西壁を試掘 トレンチで失 う。

所属時期 :8世紀後半

遺構・ SB-14 形態
方位
規模

隅丸方形
N-3・ ―E

3.8X3.7

高
高
積面

壁
床
床

0.20(7)～0.10(E)
496.60～ 496.54
12.2

電

位置
方位
規模

北壁東寄 り
,

?Xl.05図版 第 18図

柱 穴 Pl(0.16XO.15XO.12)

備 考

SB-12に 竃の煙道部を切 られ、西壁を暗渠排水管に切 られる。
竃の東、住居址北東角に貯蔵穴 (0.90XO.38XO.10)あ り。
所属時期 :7世紀後半 ?

遺 構 SB-15 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-3° ―W

3。 50X3.13

高
高
積面

壁
床
床

0.28(S)～0.16(N)
496.50～ 496.44
8.5

竃

位置
方位
規模

北壁東寄 り
N-5° ―ロ

0.80XO.80図阪 第 19図

柱 穴 な し

備 考
住居址覆土は砂礫で、
所属時期 :8世紀前半

浦野川の氾濫によるものと思われる。

第 4表   遺構観察表 (3)
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遺 構 SB-16 形態
方位
規模

隅丸方形
N-84・ ―▼

3.80X3.80

高
高
積面

壁
床
床

0.11(N)～ 0。 06(S)
496.52～ 496.40
14.4

竃

位置
方位
規模

西壁中央
N-89° -7

0.46Xl.16図版 第 20図

柱 穴 な し

備考 所属時期 :8世紀前半

遺 構 SB-17 形態
方位
規模

隅丸方形 ?
N-7・ ―E?
6.4X?

高
高
積面

壁
床
床

0.16(N)～0(S):
496.76～ 496.64
?

竃

位置
方位
規模

？

？

？目版 第 21図

柱 穴 Pl(0.40XO.34XO.14)P2(?半 分調査区域外 )

備 考

(1)SB-18を 切る。
(2)西半部分調査区域外
(3)所属時期 :?

遺 構 SB-18 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-98° ―E
4.3X3.6

高
高
積面

壁
床
床

0。 20(E)～ 0.10(7)
496.61～ 496.54
15.4

竃

位置
方位
規模

東壁南寄 り
N-108° ―E
O。 7XO。 9図 版 第 22図

柱 穴 な し

備 考

SB-17、 暗渠排水管に切 られる。
竃の燃焼室の レベルは、床面よリー段低 くなっている。
所属時期 :8世紀末～ 9世紀初頭 ?

遺 構 SB-19 形態

方位
規模

隅丸方形
N-5° -7?

?X3.2

高
高
積面

壁
床
床

0.08(N)～0.04(S)
496.72～ 496.65
?

竃

位置
方位
規模

北壁
?

1.lX?目 版 第 23図

柱 穴 Pl(0.22XO.21XO.08)  P2(0.26XO.25XO.05)  P3(0.23XO.20XO.06)

備 考

(1)竃がSB-17を切る。
(2)住居址西側は調査区域外 となる。
(3)床面に浅い周溝がめ ぐる。
(4)所属時期 :?

遺 構 SB-20 形態
方位
規模

隅丸長方形 ?
?
,

高
高
積面

壁
床
床

0.30(N)
496.72
?

電

位置
方位
規模

？
ｏ
，

・
，

・
図版 第 24図

柱 穴 ?

備考
住居址の大部分がSB-26・ 27に切られる。
所属時期 :8世紀末～ 9世紀初頭

第 5表   遺構観察表 (4)
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遺 構 SB-21 形態
方位
規模

隅丸長方形 ?
?
5.3X?

高
高
積面

壁
床
床

0.20(S)～ 0。 17(N)
496.63～ 496.59
?

竃

位置
方位
規模

？

？

？
図版 第 25図

柱 穴 ?

備 考

(1)SB-22を 切 る。
(2)住居址の西側大半は調査区域外 となる。
(3)所属時期 :8世紀末～ 9世紀初頭

遺 橋 SB-22 形艤
方位
規模

隅丸方形 ?
?

4.4X?

高
高
積面

壁
床
床

0.10(S)～ 0。 05(N)
496.67～ 496.57
?

竃

位置
方位
規模

？

？

？
図版 第 26図

柱 穴 Pl(0.54XO.02XO.20)  P2(0.75XO.37XO.22)

備 考

SB-21に 切 られる。
住居址の西側は調査区域外 となる。

所属時期 :?

遺 構 SB-23 形態
方位
規模

隅丸方形
N-1050-E
2.9X2.8

高
高
積面

壁
床
床

0.16(E)～0.12(N)
496.60～ 496.55
6.5

竃

位置
方位
規模

東壁中央
N-89° ―E
O.9XO.9図 版 第 27図

柱 穴 な し

備 考
SB-32を 切 る。
所属時期 :8世紀前半

遺 構 SB-24 形態
方位
規模

隅丸方形
N-94° -7

3.lX2.7

高
高
機面

壁
床
床

0.18(E)～ 0。 06(N)
496.71～ 496.57
8。 3

竃

位置
方位
規模

西壁北寄 り
N-96° -7

0.76XO。 90図版 第 28図

柱 穴 な し

備 考 (1)所属時期 :8世紀後半

遺 構 SB-25 形態

方位
規模

隅丸方形
N
3.74X3.70

高
高
積面

壁
床
床

0.23(S)～0.04(7)
496.67～ 496.57
,

園

位置

方位
規模

？

？

？
図 版 第 29図

柱 穴 な し

備考
(1)SB-26、 27に切られる。
(2)所属時期 :?

第 6表  遺構観察表 (5)
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遺 構 SB-26 形態

方位
規模

隅丸方形
N-96° ―E
4.40X3.90

高
高
積面

壁
床
床

0.32(E)
496.44～ 496.52
17.1

竃

位置
方位
規模

東壁南寄 り
N-99° ―E

l.00XO.90日版 第 30図

柱 穴 ?

備 考

(1)SB-20、 25、 27を きる。
(2)竃 内に土師器甕片が敷かれるように出土する。
(3)所属時期 :9世紀半ば

遺 構 SB-27 形態
方位
規模

隅丸方形
N-7° ―E?
?

高
高
積面

壁
床
床

0.25(E)～0.19(▼ )
496.52～ 496.48
?

竃

位置
方位
規模

？

？

？図版 第 31図

柱 穴 Pl(0.68XO.58XO。 17)  P2(0.44XO.41XO.17)

備 考 (1)SB-26に 切 られる。
(2)所属時期 :8世紀末～ 9世紀前半

遺 構 SB-28 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-90° ―E

3.5X2.6

高
高
積面

壁
床
床

0.05(7)～0(E)
496.72～ 496.68
8.7

竃

位置
方位
規模

東壁中央
N-90° ―E
O.54XO.60園版 第 32図

柱 穴 Pl(0.46XO.34XO.12)  P2(0.34XO.21XO.16)

備 考
SB-29に 南壁を切 られる。
所属時期 :?

遺 構 SB-29 形態

方位
規模

隅丸長方形
N-7・ ―E
4.8X3.9

高
高
積面

壁
床
床

0。 08(N)～ 0(S)
496.74～ 496.68
18.6

竃

位置
方位
規模

？

？

？図 版 第 33図

柱 穴 Pl(0.22XO.21XO。 14)  P2(0.60XO.43XO.15)  P3(0.36xO.34XO.11)  P4(0.34XO.30XO.15)

備 考
SB-28を 切る。
所属時期 :?

遺 構 SB-30 形態
方位
規模

隅丸方形
N-16・ ―▼
4.8X4。 8

高
高
積面

壁
床
床

0.22(S)～0.10(7)
496.55～ 496.46
21

竃

位置
方位
規模

北壁東寄 り
N-10° -7

0.9XO.6目版 第 34図

柱 穴 Pl(0。 50XO.40XO。 08)  P2(0.52XO.48XO.18)

備 考
SB-33を切 る。
所属時期 :8世紀半ば

第 7表  遺構観察表 (6)
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遺 構 SB-31 形態

方位
規模

隅丸方形
N-99° ―E

3.3X3.0

高
高
積面

壁
床
床

0。 22(N)～ 0.11(E)
496.62～ 496.55
8.9

騒

位置
方位
規模

東壁中央
N-92° ―E

O.74XO.86園版 第 35図

柱 穴 Pl(0.18XO.18XO.06)

備 考

住居址西側を暗渠排水管に切 られる。
SB-32を 切 る。
所属時期 :8世紀半ば～後半

遺 構 SB-32 形態

方位
規模

隅丸方形
N-8° ―E

3.58X3.54

高
高
積面

壁
床
床

0.24(N)～0.13(7)
496.32～ 496.25
11.0

騒

位置
方位
規模

北壁東寄 り
N-8° ―E?
0.4XO.7園版 第 36図

柱 穴 な し

備考

SB-23、 31に 切 られるものの、床面は完存する。
SB-23に 竃を切 られ、竃の状態は不明確である。
所属時期 :8世紀前半

遺 構 SB-33 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-87° ―曹

5.8X4.6

高
高
積面

壁
床
床

0。 12(E)～ 0。 08(N)
496.55～ 496.50
23.7?

題

位置
方位
規模

？

？

？
園阪 第 37図

柱 穴 な し

備 考 SヽB-30に 大部分を切 られる。
所属時期 :?

遺 構 SB-41 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-5.5° 一E
4。 8X269

高
高
積面

壁
床
床

0.18(7)～0.13(S)
498.70～ 498.62
14.4

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-5.5° ―E
O.84XO。 76図販 第 38図

柱 穴 Pl(0.57XO.46XO。 29)  P2(0.24XO.22XO.29)  P3(0.27XO.24XO.12)

備 考 (1)所属時期 :不明

遺 構 SB-42 形態

方位
規模

隅丸長方形
N-0。 1° ―E
4.4X3.7

高
高
積面

壁
床
床

0.20(7)～0.06(E)
498.68～ 498160
14.7

置

位置
方位
規模

』ヒ壁中央
N-7° ―E
l.2XO.9園 版 第 39図

柱 穴
Pl(0.26XO.26XO.06)  P2(0.32XO.31XO.24)  P3(0.25XO.25XO.16)  P4(0.44XO.39XO.38)
P5(0.47XO.46XO.12)  P6(0.26XO。 25XO.06)

備考

竃の東、住居址北東隅に貯蔵穴 (0.74XO.60XO.28)が ある。
南 と東の壁の一部を暗渠排水に切 られる。

所属時期 :7世紀後半

第 8表  遺構観察表 (7)
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遺 構 SB-43 形態

方位
規模

隅丸長方形
N-29° ―E
5.lX4.6

高
高
積面

壁
床
床

0.26(7)～0.11(S)
498.51～ 498.45
19.5

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-32° ―E

O.9Xl。 0図 版 第 40図

柱 穴

Pl(0.43XO.28XO.06)
P5(0.38XO.36XO。 08)
P9(0.34XO.33XO。 08)

P2(0.50XO.40XO.12)
P6(0.22XO.12XO.20)

P3(0.43XO.40XO.18)
P7(0.68XO.53XO.10)

P4(0.22XO.20XO.06)
P8(0.34XO.32XO.12)

備 考
(1)竃 の残存状況は著 しく悪い。
(2)所属時期 :7世紀後半

遺 構 SB-44 形態
方位
規模

隅丸方形
N-33° ―E

5.5X5.3

高
高
積面

壁
床
床

0.25(E)～0.08(S)
498.40～ 498.32
26.4

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-32・ ―E
2.5XO.8目版 第 41図

柱 穴
Pl(0.30XO.28XO.18)  P2(0.44XO.40XO.38)  P3(0。 44XO.37XO。 14)  P4(0.68XO.50XO。 09)
P5(0。 48XO.40XO.38)  P6(0.28XO.28XO.32)  P7(0.50XO.43XO.32)

備 考

南壁際と東壁側に周溝が巡る。
住居址北東角を試掘 トレンチで切る。
所属時期 :7世紀後半

遺 構 SB-45 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-26・ ―E
4.6X3.6

高
高
積面

壁
床
床

0.22(N)～ 0。 13(S)
498.50～ 498.40
14.2

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-24・ ―E
2.4XO.75目版 第 42図

柱 穴 Pl(0.57XO.48XO.17)  P2(0.23XO.18XO。 12)  P3(0.57XO.51XO.19)  P4(0.40XO.37XO.12)

備 考
竃焚口に枢石が据え られる。
所属時期 :不明

遺 構 SB-46 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-0.5° ―E
3.5X3.3

高
高
積面

壁
床
床

0.32(S)～0.14(E)
499.39～ 499.24
8.4

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-0.5° ―W
O.42Xl.02目版 第 43図

柱 穴 Pl(0.53XO.50XO。 08)  P2(0.12XO.1lXO。 06)  P3(0.62XO.39XO.09)

備 考

(1)覆土から炭化物が多量に出土する。
(2)床面中央か ら編物石が集中 して出土する。
(3)所属時期 :5世紀後半～ 6世紀

遺 構 SB-47 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-85° ―E
?X2.9

・高
高
積面

壁
床
床

0.10(S)
499.30～ 499.22
?

竃

位置
方位
規模

東壁中央
?
?園版 第 44図

柱 穴 Pl(0.22XO.21XO.13)  P2(0.22XO.21XO.10)  P3(0.34XO.32XO.08)  P4(0.18XO.18XO.06)

備考

住居址西側を試掘 トレンチに切 られる。
焼土が東壁際に残 り、竃の跡 と思われるが、不明確である。
所属時期 :不明

第 9表  遺構観察表 (8)
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遺 橘 SB-48 形態

方位
規模

隅丸方形 ?
?
?

高
高
積面

壁
床
床

0。 07(NE)～ 0。 06(S7)
499.15～ 499.20
?

竃

位置
方位
規模

？

？

？図版 第 45図

柱 穴 Pl(0.38XO.34XO.30)

備 考
住居址の大部分は調査区域外 となる。
所属時期 :7世紀後半

遺 構 SB-49 形態
方位
規模

隅丸方形
N
6.2X5.8

高
高
積面

壁
床
床

0.24(7)～0.10(E)
499.28～ 499.08
36.0

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-6.5° -7

2.2XO.8図版 第 46図

柱 穴
Pl(0.54XO.52XO.11)  P2(0.52XO.50XO.12)  P3(0.38XO.34XO。 11)  P4(0.50XO.42XO.09)
P5(0.29XO.26XO.09)  P6(0.62XO.56XO。 09)  P7(0.34XO.29XO.07)

備 考

(1)東壁際から銀環が出土する。
(2)竃 内に土師器甕が 2個体出土する。
(3)SB-50を 切 る。
(4)所 属時期 :7世紀後半～ 8世紀前半

遺 構 SB-50 形態
方位
規模

隅丸方形 ?
N-7° ―E

3.4X?

高
高
積面

壁
床
床

0。 18(E)～ 0.05(S)
499.22～ 499。 11

?
竃

位置
方位
規模

北壁
N-6° ―E

l.6XO.6図販 第 47図

柱 穴
？

・

備 考

SB-49に 切 られる。
住居址西側 は調査区域外 となる。
所属時期 :不明

遺 構 SB-51 形態

方位
規模

隅丸長方形
N-4° -7

5.OX4.2

高
高
積面

壁
床
床

0.30(S)～0.18(7)
498.98～ 498.90
19.5

竃

位置
方位
規模

北壁 El■央西寄り
N-7・ 一▼

0.82XO.70園版 第 48図

柱 穴
Pl(0。 38XO.33XO.11)  P2(0。 38XO.32XO。 11)  P3(0.34XO。 32XO.10)  P4(0.30XO.26XO.12)
P5(0。 26XO.24XO。 10)

備考
西壁際に僅かに周溝がある。
所属時期 :7世紀後半

遺 構 SB-52 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-4° ―E
4.94X3.40

高
高
積面

壁
床
床

0.31(N)～0.17(7)
498.92～ 498.85
13.9

竃

位置
方位
規模

』ヒ壁中央
N-19° ―E
O.7XO.7図 版 第 49図

柱 穴 Pl(0.39XO.32XO.20)  P2(0.56XO.50XO.22)  P3(0.32XO.32XO.18)

備 考
SB-53を 切る
所属時期 :7世紀後半～ 8世紀前半

第 10表  遺構観察表 (9)

-82-



遺 構 SB-53 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-5° ―E

4。 36X3.50

高
高
積面

壁
床
床

0.24(S)～0.14(N)
498.65～ 498.53
?

竃

位置
方位
規模

？

？

？図版 第 50図

柱 穴 な し

備 考
SB-52に切 られる。
所属時期 :不明

遺 構 SB-54 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-82° -7

5.28X4.36

高
高
積面

壁
床
床

0。 24(S)～ 0.18(7)
498.83～ 498.82
20.7

竃

位置
方位
規模

？

？

？図版 第 51図

柱 穴 な し

備 考

(1)検 出のプランが不明確で、サプ トレ
上げたが、あるいはSB-55の 拡張、 も
(2)所属時期 :不明

ンチを入れて、SB-55に 切 られていると判断 して彫り
しくは壁際のベ ッド状遺構に相当する可能性 もある。

遺 構 SB-55 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-11° ―E
5.2X3.5

高
高
積面

壁
床
床

0.38(7)～0.30(E)
498.85～ 498.78
14.36

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-10° ―E
l.7XO.6図版 第 52図

柱 穴 Pl(0.38XO.38XO.38)  P2(0.36XO.35XO.12)

備 考

(1)SB-54遺 構観察表の備考 (
(2)床面から獣骨出土
(3)所属時期 :7世紀後半

1)を 参照されたい。

遺 構 SB-56 形態
方位
規模

隅丸長方形
N-14° ―E

5.04X4.56

高
高
積面

壁
床
床

0.42(S)～0.22(N)
498.70～ 498.20
21.5

竃

位置
方位
規模

北壁東寄 り
N-15・ ―E
l.5XO.43目版 第 53図

柱 穴
Pl(0.20XO.18XO.11)
P5(0.44XO.34XO.18)

P2(0.55XO.52XO。 32)
P6(0.46XO.44XO。 16)

P3(0.28XO.27XO.16)  P4(0.28XO.27XO.16)

備 考 (1)所属時期 :7世紀後半

遺 構 SB-57 形態
方位
規模

隅丸方形
,
,

高
高
積面

壁
床
床

0.14(N7)～ 0.08(NE)
498。 31～498.25
?

竃

位置
方位
規模

？

・
，

ｏ
？

・
目 版 第 54図

柱 穴 Pl(0.59XO.56XO.31) P2(0.52XO.48XO。 17) P3(0.29XO.27XO.41)

備考 (1)所属時期 :不明

第 11表 遺構観察表 (10)

-83-



遺 構 SB-58 形態
方位
規模

隅丸方形
N-4° ―E
4.5X4.1

高
高
積面

壁
床
床

0.13(N)～0.06(S)
498.80～ 498.65
17.2

団

位置
方位
規模

北壁中央
N-23° ―E
O。 90X、0.60図販 第 55図

柱 穴 な し

備考 (1)所属時期 :不明

遺 構 SB-59 形態

方位
規模

隅丸方形
N-13° ―E

5.2X5。 0

高
高
積面

壁
床
床

0.36(S)～0.20(N)
498.40～ 498.26
22.6

竃

位置
方位
規模

北壁中央
N-12° ―E

l.56XO.85図版 第 56図

柱 穴
Pl(0.35XO.33XO.25)  P2(0.38XO.38XO。 16)  P3(0.20XO.20XO.10)  P4(0.37XO.34XO.18)
P5(0.32XO.30XO.20)  P6(0.44XO.24XO.12)  P7(0.50XO.47XO.25)

備 考 所属時期 :7世紀後半

遺 構 ST-01 図版 第 57図 形 態 側柱式 (4X2問 ) 方位 N-2° ―E 規模 4.64X3. 64

柱 穴

P-59(0.36XO.34X0
P-49(0.42XO.39X0
P-50(0.33XO.27X0

16)

37)
08)

P-54(0.38XO.36XO。 10)
P-55(0.38XO.32XO.27)
P-58(0.25XO.22XO.13)

P-51(0.40XO.36XO.24)
P-56(0。 42XO.37XO.20)

備 考 庇付か ?

遺 構 ST-02 図版 第 58図 形 態 側柱式 (6X2間 ) 方位 N-10° ―E 規模 9.30X7.

柱穴

P-102(0.36X0
P-106(0.72X0
P-109(0.80X0
P-112(0.47X0
P-115(0.58X0
P-118(0.50X0

34XO.18)
71XO.40)
71XO.47)
44XO.25)
54XO.24)
47XO.32)

P-103(0.
P-107(0。

P-110(0.
P-113(0.
P-116(0.
P-120(0.

54XO.42XO.24)
42XO.34XO.22)
49XO.45XO.15)
68XO.67XO.33)
62XO.60XO.34)
54XO.45XO.44)

P-105(0.44X0
P-108(0.75X0
P-111( ? X0
P-114(0.52X0
P-117(0.62X0
P-121(0.50X0

42XO。 12)
64XO.30)
58XO.40)
48XO.15)
60XO。 17)

44XO.37)

備 考

遺 構 ST-03 園懸 第 59図 形 態 側柱式 (3X2問 ) 方位 N-15° ―E 規 模 4.08X3.50

柱 穴

P-162(0。 71XO.70XO.36)
P-165(0.62XO.60XO.26)
P-168(0.68XO.64XO.27)

P-163(0.53XO.51X0
P-166(0.62XO.59X0
P-169(0.48XO.45X0

24) P-164(0.69XO.64XO.
28) P-167(0.78XO_72XO.
29) P-170(0.70XO.64XO.

32)
32)
34)

備 考

第 12表 遺構観察表 (11)
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遺 構 ST-04 日版 第 60図 形 態 側柱式 (2x2間 ) 方位 N-12° ―E 規模 5.30X5。 10

柱 穴

P-147(1。 04Xl.02XO.46)
P-150(0.93XO.84XO.35)
P-153(0.74XO.73XO.32)

P-148(0.84XO.82XO.63)
P-151(1.20Xl.02XO.88)
P-154(0.88X O.62XO。 70)

P-149(1。 03XO.96XO.63)
P-152(1.04XO。 92XO.50)

備 考

遺 構 ST-05 図販 第 61図 形 態 側柱式 (2Xl間 ) 方位 N 規模 2.25Xl.93

柱 穴
P-204(0.53XO。 49XO.51)
P-207(0.54XO.51XO.48)

P-205(0.51XO.44XO。
P-208(0.63XO.56XO。

49)
37)

P-206(0.58XO.52XO.52)
P-209(0.59XO.55XO.52)

備 考

遺 構 ST-06 図販 第 62図 形 態 側柱式 (2X2間 ) 方 位 N-11° ―E 規 模 3.66X3.

柱 穴

P-193(0.41XO。 40XO.
P-196(0.20XO.16XO。
P-199(0.32XO.30XO.

20)
10)
23)

P-194(0.25XO.22XO.13)
P-197(0.26XO.25XO。 15)
P-200(0.45XO.44XO。 14)

P-195(0.27XO.24XO.20)
P-198(0.26XO.23XO.10)
P-201(0.40Xo.36XO.16)

備 考

遺 構 ST-07 図版 第 63図 形 態 側柱式 (2X2間 ) 方 位 N-12° ―E 規模 3.88X3.86

柱 穴

P-175(0.57XO.49X0
P-178(0.56XO。 52X0
P-181(0.52XO.48X0

16)

15)
16)

P-176(0.37XO.36XO.12)
P-179(0.48XO.45XO.20)

P-177(0.64XO.58XO.
P-180(0.46XO.43XO.

24)

18)

備 考

遺 構 ST-08 日版 第 64図 形 態 側柱式 (2Xl間 ) 方位 N-10° ―E 規模 3.14X3.10

柱 穴
P-154(0.89XO.83XO.47)
P-158(0.82XO。 78XO.38)

P-155(0。 74XO。 72XO.40)
P-159(0.51XO.46XO。 41)

P-157(0.74XO.72XO.40)
P-160(0.87XO.82XO。 39)

備 考

遺 構 SK-01 SK-02 SK-03 SK-04 SK-05 SK-06

園 版 第 65図 第 65図 第 65図 第 66図 第 66図 第 66図

平面形態 精円形 楕 円形 楕円形 円形 精円形 精円形

断面形態 たらい状 舟底状 たらい状 たらい状 たらい状 たらい状

規

　

模

長径

短径
深 さ

８

８

３

２

９

２

１

０

０

８

０

４

８

５

８

２

１

０

１

４

７

８

７

０

１

０

０

?
1。

1.

６

８

２

４

８

８

２

５

０

２

１

１

０

０

０

７

６

６

１

２

１

０
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l A地区全体写真 (北から。写真奥丘陵裾を浦野川が流れる)

2 A地区 (写真中央)B地 区 (写真右)全体写真 (東から。写真右奥に子檀嶺岳)



‐
111・・ .=、   

一

尋 :f甲‐

3B地 区全体写真 (東から。写真右奥に子檀嶺岳)

4B地 区全体写真 (西 から。写真右奥手前に川西丘陵、その奥に小牧山塊 )



P

L

3

SB 01礫出土状況

(南か ら)

6  SB-01竃

(南 か ら)

7  SB-01竃

(南 か ら)



Ｐ

　

Ｌ

　

４

SB-01t (天丼石麟去)

(南から)

SB-02完掘状況

(西 から)

10  SB-03

(SB-04,05に切られる)

(南 か ら)



Ｐ

　

Ｌ

　

５

SB-03t (壺出土状況)

(南から)

SB-03竃完掘
(南か ら)

SB-04完掘状況

(SB-05に切られる)

(南 か ら)



P

L

6

一

．

プ一̈
ｒ

SB 04積首

(南 か ら )

15  SB ()5甲紫||| 111人 みι

(南 か ら)

16  S3 05竃

(南か ら)



P

L

7

17  SB-06

(西 か ら)

18  SB-06習置

(西 か ら)

醸崎羹‐

ず
．颯

SB 07礫出土状況
(南か ら)
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20  SB 07竃

(南 か ら )

21  SB 08

(南 か ら )

22  SB 08竃

(lt4か ら)
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23  SB-09

(西か ら)

25  SB-10t
(西から)

SB-10(SB-11を切る)

(西か ら)
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Ｌ

″ 1     '

「|ド

SB ll

(SB 10に 切られる)

(南 か ら )
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87  SB ll竃

(南 か ら )

SB 12(SB

(ノЧか ら)

11を llる )
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29  SB-121置

(手前はトレンチ)

(西 か ら)

30  SB-13

(西 か ら)

SB-131置

(西 か ら)
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SB-14

(西壁側は喘渠拌ホ)

(南から)

33 SB-15礫 出土状況
(南から)

34  SB-155き 」田

(南から)
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35  SB-16

(東から)

36  SB-161置

(東か ら)

SB-17(SB-18を切る)

(南か ら)
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38  SB-18(手前をSB-17に、

中央を晴栗絆水に切られる)

(西 か ら)

39  SB-181置

(西 か ら)

40  SB-19

(南から)

ー



Ｐ

　

」

　
　
５

SB 19積億

(llJか ら )

42  SB 21(SB 22を 切る)

(南か ら)

43  SB 23(SB 32を 切る)

(西 か ら)

″r_ _)
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44  SB-231置

(西か ら)

45  SB-24

(東から)

46  SB-24竃

(東から)
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47  SB-26,27(奥壁の手前の

優かな段差がSB-26のプラン)

(西か ら)

SB-261置

(土器が餞いたように出土)

(西か ら)

SB 26竃完掘

(西か ら)
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50  SB-28

(西か ら)

51  SB-29

(西 か ら)

SB-30(SB-33を切る)

(南東か ら)

穆 撃I
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SB-301置

(南東か ら)

SB-31(SB-32を切り、

暗渠絆水に切られる)

(西 か ら)

55  SB-311置

(西 か ら)
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56 SB-32

(SB-23,31に切られる)

(南 か ら)

57  SB-33

(SB-31に切られる)

(南 か ら)

58  SB-41

(南から)
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59  SB-411置

(南か ら)

60  SB-42

(南から)

61  SB-42t
(南から)
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62  SB-43

(南から)

63  SB-431置

(南か ら)

64  SB-44

(南から)
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や 1ヽ1二。・・

SB 44竃

(南 か ら )

66  SB 45

(南 か ら )

脚

|:鞣1

頸

riliに

|:ぽ鴇 ti驚

SB 45積置(焚‖に枢イi)

(南 か ら)
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SB 46(炭化材̀礫出上状況)

(南 か ら)

69 SB 46完 掘
(南か ら)

70  SB 46信ほ

(南 か ら)

.F・ : ‐ヽ ―・
'11  '｀  ヽ_

群 、
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SB-47(手前はトレンチ)

(西 か ら)

72  SB-49

(南 か ら)

SB-49竃 (甕出土 )
(南から)

,・

写
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74 SB 49竃 完掘
(南か ら)

75  SB 50

(南 か ら)

76  SB 50名置

(南か ら)
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77  SB-51

(南から)

78  SB-51t
(南か ら)

79  SB-52

(南 か ら)
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Ｐ

　

Ｌ

80  SB 53

(南 か ら )

SB 54(内 側のブラン=SB

55に切られる)

(南 か ら)

82  SB 55(SB 54を 切る)

(南 か ら)
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83  SB-55t
(南か ら)

SB 55獣骨出土

(南か ら)

SB 55獣骨出土

(南か ら)
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86  SB 56

(南 か ら )

87  SB 56積置

(南 か ら)

88  SB 58

(南か ら)
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89  SB 58者置

(南 か ら )

90  SB 59

(lllか ら)

91  SB 59竃

(南か ら)
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92  ST-01

(南 か ら)

93  ST-02

(西 か ら)

94  ST-03

(西 か ら)
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|:I  SK Ol

(南 か ら )

lt)O  SK 02

(|ヒか ら)

・
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101  SK-04

(南から)

102 SK 06土器出土
(西か ら)

103 SD-01セ クション
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104 Po 01半切
(東 から)

105 Po 01下 部
(東か ら)

106 Po 02半 切
(1ヒか ら)

・

-4コ
田 H

・

貴

4



Ｐ

Ｌ

３ ７

107  Po-05(右 ),10(左 )

(南か ら)

108  Po-05(左 ),10(右 )

(北か ら)

109  Po-05(上 ),10(下 )

(西 か ら)
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110  Po-05(右 ),10(左 )

(南 か ら)

11l Po-16(右 ),17(中 )1

18(左 )

(南東か ら)

112作業員の皆さん



Ｐ

Ｌ

３ ９

113 SB-01須 恵器・ 蓋

114  SB-01カロ馬重暑器・ Lド (底部回転糸切)

116 SB-02須 恵器・ 蓋

117  SB-02え頁馬量堀器0ルト(底部回転糸切)

115  SB-01二 LE面瑠器・ 饗E(田部機0縦位の箆|り ) 118 SB-03土 師器・ 甕 (甑 ?)
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119 SB 03土 師器・ 甕

120  SB-04劣頁員量堀思・ルド(底部回転箆切・魅調整)

122 SB-05須 恵器・ 坪 (底部回縣切)

123  SB-06多貢F量暑詈0カ不(底部回転糸切)

124 SB-07須 恵器・ 不 G部日縣切)

121 SB-04土 師器・ 甕 125 SB 07須 恵器・ 不
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126 SB 07須 恵器 0壺 130  SB-084頁月興暑器・影ド(丸底箆調整)

127 SB 07須 恵 器・ 甕

128  SB-07[L自市堀詈0型巨(H部刷毛状I具の縦撫で) 132 SB-11須 恵器・ 不 (底部回織切)

131  SB-11勿百瓢員暑詈・ 影ド(底部箆切。未調整)

129  SB-07,百「量瑠器・ 誕臣(胴部llき調整) 133  SB-12二L自市暑詈・ Lド (底部箆切・内黒)



P

L

42

134  SB-12笏頁属冥暑器・ 影卜(底部回転糸切)

135  SB-12■ 自市堀思・ヨ雪(胴部縦位の箆‖)

136 SB-13須 恵器・ 蓋

138 SB 13須 恵器・ 蓋

139  SB-142頁 F量暑詈・ルド(底部回転糸切)

140 SB-15須 恵器・ 蓋

137 SB 13須 恵器・ 蓋 141  SB-15劣貢「冥暑詈・ 蓋 (焼歪み大きい)



Ｐ

Ｌ

４ ３

142  SB-15カ百F量暑器・ 艶壼(天丼部回転糸切) 146  SB-15カ百属賦暑需・ガド(底部回転箆切)

143  SB-15え貢属賦暑器・ ルド(箆切底・火椰あり) 147 SB-16須 恵器・ 蓋

144  SB-15二 LttT増器・影ド(底部菫調整・内百黒色処理) 148  SB-16カ頁貫賦暑器・ ガド(底部回転露切)

145  SB-15劣百属量暑器・ ガド(底部回転箆切) 149  SB-18EL日市瑠詈・ 認里(1部箆H)
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150 SB 18土 師器・ 甕 154 S324須恵器・ 甕

151  SB-20二 LE市堀器・ L下 (底部回転糸切・内面黒色処理) 155  SB-26夕頁月員暑80Lド (底部回転糸切)

152 SB-21須 恵器・不 (底部回転糸切・畑 ) 156 SB-30須 恵器 0蓋 (163蓋と朧・同色)

153 SB 22土 師器・ 甕 157  SB-3011日市暑器0影ド(底部回転糸切・内面黒色処理)



Ｐ

Ｌ

４ ５

158 SB-30須 恵器・ 邦

159  SB-30EL自市暑器・ ガ下?(内面黒色処理)

160  SB-30■ 自市暑器・ 高ルド(脚部縦位の箆閣)

162 SB-30須 恵器・ 甕御き調整)

163  SB-31カロF量暑詈・ 爵巨(156蓋と同怪。同色)

164  SB-32EL自雨暑詈・ ルド(底部静止箆切。内百黒色処理)

161 SB-30須 恵器 0壺 165  SB-32劣頁F量暑詈・ ルド(底部静止箆切)



P

L

46

166 SB-42土 師器・ 不 0底)

167  SB-42二L自市暑詈・ 理E(H部縦位の箆‖)

169 SB 48須 恵器・ 高不 (3方に透かし)

170  SB-49EL自師暑器・ 影ド(丸底・内百黒色処理)

168 SB 44土 師器・ 不 Q底) 171 SB 49土 師器・ 甕
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172 SB 49土 師器・ 甕

174  SB-511L自雨暑詈・ ガド(丸底・内百黒色処理)

175 SB-51土 師器・ 甕

176  SB-51二 LE市ヨ思・ ヨ昌(底部木葉痕)

173 SB 49土 師器・ 甕 177 SB-52須 恵器・ 蓋
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178 SB 52須 車器・不

179  S3-52夕百F冥暑器・ 瓦泉

180 SB 52須 恵器・腺 (同上 )

182 SB 57土 師器・ 不 (丸底 )

183 SB 59須 恵器・ 蓋 (焼歪みが大きtヽ )

184 SB 59須 恵器・ 琢

181 SB 52 11師 器・ 邦 (丸底・ 内黒 ) 185 SB 59須 恵器・ 蓋
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186 SD-01土 師器・ 壺

187 SD 01須 恵器・ 甕 (叩き調整)

189 Po-08弥 生土器・ 甕 (波状文)

190 Po 12弥 生土器・ 鉢α色塗彩)

188 SK-06弥 生土器 0高不0色塗彩) 191  Po-05]ホ生LIL暑詈・ヨ臣(嬌状文・波状文・甕棺)



Ｐ

Ｌ

５ ０

192  Po-10]ホ Jヒ■暑詈0塑巨(露条文̀波条文・甕棺)

194  95。 4.27ヨ円翌呈握已嘉議(A区表土詞・遺構検出)

196 95。 6.26雨天・ 土器洗い

195 95.5.26調 査風景 (B区表J・遺構検出)

197 95。 8。 7現地調査最終盤193 Po 13弥 生土器・ 壺
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198 A地区全体写真 (写真下が南 )
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199 B地 区全体写真 (写真下が北 )
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